
人体構造学 講義 教授 西川 彰

科目カテゴリー
スポーツトレーナーコースの選択必

修科目
科目ナンバリング 11301101

１．授業のねらい・概要

スポーツに関わる専門職を志す者にとって人体の構造とその機能を学ぶことは，運動器に発生する障害の治療法または

予防法を知る上でも大変重要である。この授業では，各部位別に骨格系および筋系といった運動器の構造を学ぶことから

始め，さらにその運動に関わる筋と働きについて学習する。また，代表的なスポーツ障害（外傷）の発生との関わりにつ

いても理解を深める。

２．授業の進め方

プレゼンテーションソフトを用いたスライドにより関連する写真やイラストを呈示しながら，さらに板書を組み合わせ

た講義形式で授業を進めていく。さらに，重要な部位については解剖図をスケッチし，その構造学的特徴を記入した「人

体構造学レポート」を作成し提出課題とする。

３．授業計画

１．ガイダンス，人体構造学の基本的知識①（関節の運動）

２．人体構造学の基本的知識②（関節の構造，骨格筋）

３．肩関節①（骨と筋）

４．肩関節②（機能と障害）

５．肘関節①（骨と筋）

６．肘関節②（機能と障害）

７．手関節①（骨と筋）

８．手関節②（機能と障害）

９．股関節①（骨と筋）

10．股関節②（機能と障害）

11．膝関節①（骨と筋）

12．膝関節②（機能と障害）

13．足関節①（骨と筋）

14．足関節②（機能と障害）

15．まとめ

４．準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

授業で学んだ重要語句や図表などをまとめた「人体構造学レポート」作成に取り組んだ上で，毎回の授業に臨むこと（30

分程度）。

５．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法

レポートについては添削，採点を行った上で返却する。また，定期試験については模範解答例を希望者に配布する。

６．授業における学修の到達目標

本授業では，構造学的な特徴をただ暗記するだけでなく，その機能や病態との関連性などの統合的な理解が得られるこ

とを目標とする。

７．成績評価の方法･基準

提出課題（レポート）（約30％程度）並びに定期試験（期末試験）の結果（約70％程度）により総合的に評価する。

８．テキスト･参考文献

必要に応じて授業中に紹介または配布する。

９．受講上の留意事項

毎回の授業時には配布プリントを必ず持参すること。

講義回数の 3分の 1以上を欠席した場合は，定期試験の受験資格を失うこととする。



10．「実務経験のある教員等による授業科目」の該当の有無

該当する。本授業は，人体解剖トレーニングセミナーにおける実務経験を活かして指導する。

11．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目との関連

上記の「科目カテゴリー」欄の記載のとおり。



コーチング論 講義 准教授 山口 重信

科目カテゴリー

スポーツマネジメントコースの専門選択

科目，スポーツトレーナーコースの選択

必修科目

教職科目

柔道整復師コースの教養選択科目

教職科目

救急救命士コースの教養選択科目

教職科目

科目ナンバリング

11321102

11532107

12220118

12532107

13220121

13532107

１．授業のねらい・概要

近年のライフスタイル変化にともない，スポーツは人々の生活を豊かにするために欠かせない要素の一つとなってきた。

スポーツジムやフィットネスクラブなど施設を利用したものに限らず，スポーツ教室のように地域の人々が集まって取り

組むケースも多く見られ，スポーツ指導者を求める声も高まってきている。

本講義は，公益財団法人日本スポーツ協会の「公認スポーツ指導者制度」で定めるカリキュラムに基づいて行う。スポ

ーツのコーチングに関するさまざまな知識を身につけ，「スポーツを安全に，正しく，楽しく」指導し，「スポーツの本質

的な楽しさ，素晴らしさ」を伝えることができる人材に育ってほしいと考えている。

２．授業の進め方

公認スポーツ指導者養成テキストを参考に進めていく。講義内容に関連したビデオの鑑賞なども行う。

また，与えた課題についてのレポートを提出してもらい授業内容の理解度を確認しながら展開していく。

３．授業計画

１．ガイダンス～本講義の概要説明

２．スポーツ指導者とは

３．スポーツ環境からみた指導者の役割

４．指導者の心構え・視点

５．スポーツ指導者のコミュニケーションスキル

６．一貫指導とそのシステム化の重要性

７．発達発育とスポーツ

８．時代をリードするコーチング（女性コーチの活躍）

９．指導計画の立て方

10．スポーツ指導計画の重要性

11．指導計画の検証

12．ドーピング防止に必要な知識

13．スポ－ツ活動と安全管理

14．安全確保のための具体的行動

15．まとめ

４．準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

前回の講義内容を復習し，理解して自分の言葉で表現できるようにしておく。なお事前課題があれば予習をしておくこ

と。これらの学修には，２時間程度が必要である。

５．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法

レポート提出の際，解答などを説明する。

６．授業における学修の到達目標

スポーツにおけるコーチングの知識を身につけて，指導現場で活かせるようになる。

７．成績評価の方法･基準

授業への取組み姿勢（50％）およびレポートの結果（50％）を総合的に評価する。

８．テキスト･参考文献

参考図書： 「リファレンスブック」（公益財団法人 日本スポーツ協会）

     「公認スポーツ指導者養成テキスト共通科目Ⅰ・Ⅲ」（公益財団法人 日本体育協会）



９．受講上の留意事項

受講時間数も単位修得に必要とされる科目のため，講義回数の３分の１以上欠席した場合は単位を与えない。

10．「実務経験のある教員等による授業科目」の該当の有無

該当しない。

11．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目との関連

上記の「科目カテゴリー」欄の記載のとおり。



生理・心理機能測定法 実習
教授 大森 肇

教授 竹内 成生

科目カテゴリー

スポーツトレーナーコースの選択必修

科目

柔道整復師コースの専門基礎科目

救急救命士コースの専門基礎分野科目

科目ナンバリング

11301102

12312102

13312101

１．授業のねらい・概要

スポーツを科学的に検証するためには，生理・心理の変化とパフォーマンスの関係性を捉える必要がある。一般に生理

機能や心理機能の測定は難しいと考えられがちだが，測定の理論的背景を理解すれば，実際には明解かつ平易であること

が理解できる。

本講義ではスポーツ科学研究，生理学研究，心理学研究といった複数の研究分野で多用される指標を題材として取り上

げ，テーマごとに理論的背景，研究計画，測定方法，解析方法，データの見方までを取り扱う。一連の学習を通じて，科

学的なデータの扱いや見方の基礎を習得することを目標とする。

２．授業の進め方

教員 2 名による講義と実習形式によって進められる。講義ではパワーポイント，スライド，プリント，板書，視聴覚教

材を適宜使用し，実習では学生が互いに実験者と被験者を体験する。また，各自データ処理を体験し，データの見方や結

果に関する討議も行う。

３．授業計画

１．ガイダンス: 本講義の概要と評価法（両教員）

２．心理学的研究の概略（竹内：講義）

３．心理学的手法（竹内：講義と実習）

４．心理学的計測（竹内：実験・調査）

５．心理学的解析①（竹内：実習 [データ整理]）

６．心理学的解析②（竹内：実習 [データ解析]）

７．心理学的考察（竹内：講義と実習）

８．まとめとフィードバック（竹内：心理学領域）

９．生理学的研究の概略（大森：講義）

10．生理学的手法（大森：講義と実習）

11．生理学的計測（大森：実験）

12．生理学的解析①（大森：実習 [データ整理]）

13．生理学的解析②（大森：実習 [データ解析]）

14．生理学的考察（大森：講義と実習）

15．まとめとフィードバック（大森：生理学領域）

※実際の教員指導順序等の詳細は改めて告知する

４．準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

講義はシラバスに則って進行するため，各講義前には予めテーマについて調べておくこと(1時間)。また，テーマ毎の簡

単なレポートを必ず教員の指定する方法と期間に提出する必要がある(1時間)。

５．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法

レポート提出後，質疑および要点等の解説を行う。

６．授業における学修の到達目標

各テーマに関する教授と実際の実験を通じて，科学的なデータの扱いや見方の基礎を習得することを目標とする。

７．成績評価の方法･基準

授業態度（20％），積極性（30％），各回の課題とレポート（50％）を基本として，総合的に評価する。

８．テキスト･参考文献

特に指定しない。参考図書は必要があれば授業中に適宜紹介し，プリントを配布することがある。

９．受講上の留意事項

本講義では生理学・心理学的測定と解析をおこなうことから，測定機器を取り扱うことがある。測定機器は精密機械で



あること，ならびに人を対象として機器を操作することから，慎重かつ真面目な態度で受講すること。本講義を通じて，

人間の生理機能と心理機能への理解とその面白さを体験してほしい。

本講義は夏期集中講義を予定しており，各自が実際に測定体験をすることが重要かつ評価対象ともなるため，前期当初

のガイダンス夏季集中講義期間等の説明を実施する。なお，履修希望者が定員を超えた場合には抽選となる可能性がある

ため，希望者は必ず参加すること。

10．「実務経験のある教員等による授業科目」の該当の有無

該当する。竹内は障害を対象とした研究所における経験を踏まえて指導する。

11．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目との関連

上記の「科目カテゴリー」欄の記載のとおり。


